
研究テーマ

■おもな研究内容

期待される効果・応用分野

■共同研究・開発実績，特許など

鉄鋼を中心とした高温プロセスの基盤技術に関する研究

研究分野 金属生産、環境材料、リサイクル、環境保全、製錬、精錬

キーワード 鉄鋼、高温プロセス、介在物制御、リサイクル、アルミニウム

研究室URL: http://www3.u-toyama.ac.jp/ismat/

学術研究部都市デザイン学系

研究の背景および目的
鉄鋼製造に代表される高温プロセスにおいて、カーボンニュートラルを目指し、原料・燃料に利

用される資源の多様化に対応した新しいプロセスの開発が期待されている。そのためには，使用す
る物質により変化するプロセスの静的・動的反応過程を解明し、制御することが重要な課題となる。
高温プロセスにおける課題の解決へ向けて、劣質鉱石・スクラップを原料とした高機能・高清浄鋼
の製造に関わる要素技術研究など、種々の基盤技術研究に取り組んでいる。

スクラップを活用した高級鋼製造

鋼の凝固過程における晶・析出物制御
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合金中非金属介在物の制御・無害化

金属製精錬工程における静的・動的反応過程の解明
金属中の介在物生成条件の解明ならびに生成介在物制御の基礎原理の確立
鉄鋼中循環性元素の熱力学データベースの確立

【共同研究】 直接水素還元技術の開発
冶金反応を利用した難除去性元素精錬

鋼中脱酸元素、遷移金属・循環元素の熱力学
ステンレス溶銑用フラックスの脱リン精錬能
ステンレス精錬スラグ中有価元素の回収

【効果】

【応用分野】 水素のみで低品位の鉄鉱石を還元する直接水素還元プロセスの開発

合金中不純物元素の除去・高純度化、晶出・析出物制御、偏析制御による高清浄
材料の創出

H2を利用した製鉄プロセス
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溶質元素(Mn,S) Al2O3

Fe中循環性元素の熱力学データベースの構築


